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医工学研究分野以外の関心分野・テーマ

様々な原因によって脳や脊髄が侵されると、神経
回路が破綻することによって神経症状が現れるが、
それらの症状を緩和する治療薬は存在しない。研究
グループは、神経回路の修復を負に制御するタンパ
ク質RGMを発見し、そのタンパク質の機能を抑制
することで、神経回路の再生が促進されることを、
複数の神経疾患動物モデルを用いて証明した。神経
疾患病態下において、RGMが免疫制御や細胞生存
作用を有することも見出し、RGMは複数の作用を
もつタンパク質であることが明らかになった（図１）。
研究グループは2005年より製薬企業との共同研究
を進め、RGMを標的とする抗体治療薬を開発した。

特徴・独自性

本治療薬は、脊髄損傷、多発性硬化症、脳梗塞な
ど 多 く の 神 経 疾 患 に 適 応 さ れ る と 考 え ら れ る 。
2019年より日本で健康成人を対象とする臨床試験
を、米国で脊髄損傷を対象とする治験を進めている

（図２）。一方で米国のメガファーマもRGMをター
ゲットとした薬剤の開発に乗り出しており、国際開
発競争になっている。臨床応用の実現により、様々
な神経疾患による神経症状を緩和することが可能に
なると期待される。

研究の先に見据えるビジョン
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